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７
月
に
入
り
、

台
風
の
あ
と
す
ぐ

に
記
録
的
な
大
雨

と
な
り
、
天
草
地

域
に
お
い
て
も
避
難
勧
告
の
発

令
が
あ
り
ま
し
た
。
今
回
の
よ

う
な
激
し
い
雨
が
降
り
続
く
日

に
は
、
土
砂
災
害
や
河
川
氾
濫

な
ど
災
害
の
危
険
性
が
高
ま
り

ま
す
の
で
、
崖
や
河
川
の
近
く

に
お
住
い
の
方
は
、
予
め
避
難

場
所
の
確
認
と
早
め
の
避
難
準

備
を
行
う
こ
と
が
大
切
に
な
っ

て
き
ま
す
。
避
難
場
所
に
つ
い

て
は
天
草
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

で
も
確
認
で
き
る
よ
う
で
す
の

で
、
私
も
今
後
の
災
害
等
に
備

え
て
お
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

８
月
20
日
（月）  

定
休
日 

（
中
浦
友
仁
）

特集

通常総代会開催通常総代会開催
第29回第29回

人人次代へつなぐ次代へつなぐ 業業農農
本渡町本渡  前田　竜一さん

まえ だ　   りゅういち



原
案
通
り
承
認
・
可
決

原
案
通
り
承
認
・
可
決
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第
29
回
通
常
総
代
会
が
６
月
23

日（
土
）、
本
店
大
会
議
室
に
お
い

て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
総
代
５
２

５
人
中
４
５
３
人
（
委
任
状
・
書

面
決
議
書
を
含
む
）
の
総
代
の
方

の
ご
出
席
を
い
た
だ
き
、
来
賓
と

し
て
藤
木
眞
也
参
議
院
議
員
様
、

中
村
五
木
天
草
市
市
長
様
を
は
じ

め
関
係
機
関
多
数
の
ご
臨
席
を
賜

り
ま
し
た
。

　
総
代
会
で
は
、
次
の
第
１
号
議

案
か
ら
第
７
号
議
案
お
よ
び
附
帯

決
議
が
上
程
さ
れ
、
慎
重
に
審
議

さ
れ
た
結
果
、
原
案
通
り
承
認
可

決
さ
れ
ま
し
た
。

【
第
１
号
議
案
】
平
成
29
年
度
事

業
報
告
及
び
剰
余
金
処
分
案
に

つ
い
て

（
報
告
事
項
）
平
成
29
年
度
貸
借

対
照
表
、
損
益
計
算
書
、
注
記

表
及
び
附
属
明
細
書
に
つ
い
て

【
第
2
号
議
案
】
平
成
30
年
度
事

業
計
画
及
び
関
連
事
項
に
つ
い

て
【
第
3
号
議
案
】
定
款
の
変
更
に

つ
い
て

【
第
4
号
議
案
】
監
事
監
査
規
程

の
全
部
改
定
に
つ
い
て

【
第
5
号
議
案
】
信
用
事
業
規
程

の
変
更
に
つ
い
て

【
第
6
号
議
案
】
農
地
利
用
集
積

円
滑
化
事
業
規
程
の
変
更
に
つ

い
て

【
第
7
号
議
案
】
Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ

熊
本
の
自
己
改
革
実
践
に
関
す

る
特
別
決
議
に
つ
い
て

参議院議員　藤木眞也氏
（ＪＡ上益城前組合長）

①
第
５
次
Ｊ
Ａ
本
渡
五
和
活
動
総

合
３
ヵ
年
計
画
の
実
践

②
地
域
農
業
を
支
え
る
担
い
手
育

成
と
地
域
営
農
組
織
の
支
援
・

連
携

③
生
産
コ
ス
ト
低
減
に
向
け
た
取

組
強
化
と
多
様
な
販
売
方
法
の

実
践

④
Ｊ
Ａ
く
ら
し
の
活
動
を
通
じ
た

地
域
活
性
化
・
生
活
イ
ン
フ
ラ

機
能
の
充
実

⑤
強
固
な
財
務
基
盤
確
立
に
向
け

た
自
己
資
本
の
充
実

⑥
組
合
員
対
応
力
強
化
に
向
け
た

職
員
教
育
と
能
力
を
発
揮
で
き

る
職
場
環
境
の
整
備

⑦
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
態
勢
の
強

化
に
よ
る
信
頼
性
の
向
上

⑧
会
計
監
査
人
監
査
へ
の
対
応
と

し
て
の
内
部
管
理
態
勢
の
充

実
・
強
化

「
魅
力
あ
る
女
性
部
づ
く
り
を
目
指
し
て
」

「
魅
力
あ
る
女
性
部
づ
く
り
を
目
指
し
て
」

女
性
部
通
常
総
会

女
性
部
通
常
総
会

特集特集 第29回
通常総代会開催
第29回
通常総代会開催

【
附
帯
決
議
】
本
日
の
決
議
事

項
中
、
軽
微
な
事
項
の
変
更
・

修
正
及
び
誤
算
・
誤
字
の
訂
正

並
び
に
法
令
、
そ
の
他
行
政
庁

の
指
示
に
よ
る
必
要
な
修
正
加

除
は
、
こ
れ
を
理
事
会
に
一
任

す
る
も
の
と
す
る
。

　
平
成
30
年
度
は
、
第
５
次
Ｊ
Ａ

本
渡
五
和
活
動
総
合
３
カ
年
計
画

の
最
終
年
度
に
あ
た
り
、
最
重
要

課
題
で
あ
る
「
農
業
者
の
所
得
増

大
」
「
農
業
生
産
の
拡
大
」
「
地

域
の
活
性
化
」
の
確
実
な
成
果
を

求
め
て
、
自
己
改
革
を
確
実
に
実

践
し
て
ま
い
り
ま
す
。
特
に
「
農

業
者
の
協
同
組
織
」
と
い
う
原
点

を
踏
ま
え
、
担
い
手
を
は
じ
め
と

す
る
組
合
員
皆
さ
ま
と
力
を
合
わ

せ
て
、
農
産
物
の
販
売
力
強
化
な

ど
を
内
容
と
す
る
自
己
改
革
に
取

り
組
み
、
組
合
員
の
皆
さ
ま
か
ら

み
て
、
そ
の
所
得
向
上
に
向
け
た

経
済
活
動
を
積
極
的
に
行
う
組
織

と
し
て
、
再
認
識
し
て
い
た
だ
け

る
事
業
展
開
を
進
め
て
ま
い
り
ま

す
。

平
成
30
年
度
事
業
方
針

挨拶をする湯貫組合長議長の小田 豊さん（左）と上小手 孝さん（右）

総代会の様子

平
成
30
年
度
の
重
点
取
り
組
み
事
項
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ＪＡ本渡五和の自己改革へ向けた取り組み その10ＪＡ本渡五和の自己改革へ向けた取り組み その10

女
性
大
学
入
学
式
開
催

女
性
大
学
入
学
式
開
催

　

Ｊ
Ａ
本
渡
五
和
女
性
大
学
が
、
７

月
５
日（
木
）に
開
校
し
、
56
人
が

入
学
さ
れ
ま
し
た
。

　

入
学
式
で
は
湯
貫
秋
男
組
合
長
が

「
Ｊ
Ａ
が
女
性
の
活
躍
を
実
現
す
る

事
業
と
し
て
、
こ
の
女
性
大
学
が
あ

り
ま
す
。
女
性
が
教
養
を
深
め
、
食

と
農
を
課
題
に
文
化
・
福
祉
・
教
育

な
ど
の
学
習
を
通
じ
て
、
豊
か
な
地

域
の
仲
間
づ
く
り
を
目
指
す
と
い
う

目
的
に
向
か
っ
て
、
ス
タ
ッ
フ
と
共

に
楽
し
い
集
い
の
場
、
出
会
い
の
場

と
し
て
活
動
を
行
い
、
仲
間
づ
く
り

に
取
り
組
ん
で
く
だ
さ
い
」
と
挨
拶
。

 

入
学
式
後
に
は
第
１
回
目
の
活
動

と
し
て
、「
こ
め
油
」
や
新
商
品
の

「
誉
め
ら
れ
酢
」
な
ど
の
エ
ー
コ
ー

プ
マ
ー
ク
商
品
の
研
修
会
と
、
喜
多

営
農
指
導
員
に
よ
る
野
菜
づ
く
り
講

習
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
講
習
会
で

は
、
土
づ
く
り
の
基
礎
や
マ
ル
チ
の

張
り
方
な
ど
の
説
明
が
行
わ
れ
、
受

講
生
ら
は
興
味
を
持
っ
た
様
子
で
熱

心
に
メ
モ
を
取
り
、「
Ｄ
Ｖ
Ｄ
を
使

っ
た
説
明
で
、
と
て
も
わ
か
り
や
す

く
て
良
か
っ
た
」
な
ど
と
感
想
を
話

さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

次
回
は
９
月
６
日（
木
）に
、「
第

２
回
野
菜
づ
く
り
講
習
会
」
と
「
相

続
と
葬
儀
に
つ
い
て
」
の
研
修
会
を

予
定
し
て
い
ま
す
。

第
31
期
生

講習会の様子

湯貫秋男組合長

キャンペーン紹介の収録をする小嶋さん

田植え体験を楽しむスクール生

芋の苗植えの指導を受けるスクール生

「地域の活性化」へ向けた事業活動の実施「地域の活性化」へ向けた事業活動の実施
　ＪＡ本渡五和では、管内の小学生を対象に「食」と「農」をテーマとしたアグリキッズ
スクールを毎年開催しています。次世代を担う子供たちに農業体験活動を通して、食べ物
の大切さや農業の必要性、自然との親しみ等を体感してもらうと同時に、「地域の活性
化」を目指すことを目的としています。
　６月16日（土）には第11期アグリキッズスクール
生の入校式を開き、管内の小学校６校から58人が
入校しました。入校式では湯貫秋男組合長が、「１
年間の活動を通して自然の恵みや収穫体験の喜び、
そして毎日食べている食べ物に感謝することを学
べるように頑張ってください」と挨拶。入校式後
には、田植え体験と芋の苗植え体験が行われ、職
員と青壮年部員らから植え付け方の指導を受けな
がら農業体験を楽しみ、保護者の方からは「子供
たちだけでなく、私たち保護者も貴重な体験がで
きました」などの感想が多く聞かれました。今年
度は年間５回の活動で、食と農の体験バスツアー
や収穫体験、郷土料理作りなどを行う予定です。
　今後も地域に根ざした協同組合として、組合員
や地域住民の皆さま、次世代の子供たちへの事業
活動を通じて「地域の活性化」へ取り組んでまい
ります。

　ＪＡ本渡五和では、管内の小学生を対象に「食」と「農」をテーマとしたアグリキッズ
スクールを毎年開催しています。次世代を担う子供たちに農業体験活動を通して、食べ物
の大切さや農業の必要性、自然との親しみ等を体感してもらうと同時に、「地域の活性
化」を目指すことを目的としています。
　６月16日（土）には第11期アグリキッズスクール
生の入校式を開き、管内の小学校６校から58人が
入校しました。入校式では湯貫秋男組合長が、「１
年間の活動を通して自然の恵みや収穫体験の喜び、
そして毎日食べている食べ物に感謝することを学
べるように頑張ってください」と挨拶。入校式後
には、田植え体験と芋の苗植え体験が行われ、職
員と青壮年部員らから植え付け方の指導を受けな
がら農業体験を楽しみ、保護者の方からは「子供
たちだけでなく、私たち保護者も貴重な体験がで
きました」などの感想が多く聞かれました。今年
度は年間５回の活動で、食と農の体験バスツアー
や収穫体験、郷土料理作りなどを行う予定です。
　今後も地域に根ざした協同組合として、組合員
や地域住民の皆さま、次世代の子供たちへの事業
活動を通じて「地域の活性化」へ取り組んでまい
ります。 　

７
月
１
日
よ
り
、
天
草
の
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
Ｆ
Ｍ
ラ
ジ
オ
「
み
つ
ば
ち
ラ

ジ
オ
」
で
、
当
組
合
の
イ
ベ
ン
ト
情

報
や
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
情
報
な
ど
を
放

送
し
て
い
ま
す
！　

朝
9
時
の
天
気

予
報
を
メ
イ
ン
に
１
日
に
数
回
放
送

さ
れ
ま
す
。（
朝
９
時
以
外
の
時
間

帯
は
不
定
期
）
８
月
末
ま
で
は
、
金

融
課
本
店
窓
口
の
小
嶋
優
希
さ
ん
が

合
併
30
周
年
記
念
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の

情
報
を
お
届
け
し
て
い
ま
す
の
で
、

是
非
ご
視
聴
く
だ
さ
い
！ 

今
後

も
、
職
員
の
声
で
お
得
な
情
報
を
随

時
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。

Ｊ
Ａ
本
渡
五
和
の
各
種
情
報
を
お
届
け

み
つ
ば
ち
ラ
ジ
オ
で
７
月
１
日
か
ら
放
送
開
始

Ｊ
Ａ
本
渡
五
和
の
各
種
情
報
を
お
届
け

み
つ
ば
ち
ラ
ジ
オ
で
７
月
１
日
か
ら
放
送
開
始

!!!!チー坊バーくんミッちゃん

地域の活性
化

地域の活性
化

スマートフォンでも視聴できます!!スマートフォンでも視聴できます!!
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作　　物
　農薬散布時には、近隣農作物への飛散に注意
しましょう！
早期水稲
水管理
　穂が出揃ってからは、根を健全にするため
間断かん水を徹底しましょう。早めに水を落
としますと粒張り不足や胴割れ米の原因とな
り、品質食味を落とします。落水期は刈取り
の５日前まで延長しましょう。
　間断かん水とは「２日間はかん水、３日間は
落水」状態です。台風が接近する場合、風が
強くなる前に深水にしましょう。

・適期刈取り
　1穂の籾のうち、８５％ぐらい熟れたころが適
期です。

・架干し（水分は１５％を目標）
　３～４日間を厳守してください。長くなると
胴割米が多くなります。

普通期水稲
・水管理…中干し（７月３１日まで）後は、間断
かん水を行う。

・穂　肥…穂数の増加、実入りをよくするため
有機苦土入０３８号を１０ａ当たり２０㎏施用。
ヒノヒカリで８月５日頃です。

・病害虫防除
　・いもち、白葉枯

…オリゼメート粒１０ａ当り４㎏、８月上
旬散布。

・カメ虫（斑点米）ウンカ防除…畦畔雑草、
水田周辺雑草を除去し、耕種的防除を行っ
てください。

　　・ビームキラップジョーカーフロアブル
　　・トライスタークル粉ＤＬ
　　・スタークル顆粒水溶剤
　　・トレボンスター粉ＤＬ

水　管　理　表
深水 間断かん水

穂ばらみ期 出穂期 乳熟期 刈取り

遅刈り 早刈り

胴
割
米
・
茶
米

が
多
く
米
質
が

悪
く
な
り
、食
味

が
低
下
す
る
。

青
米
・
未
熟
米
が

多
く
な
り
ま
す
。

収量が多く、
米に光沢があ
り形質・食味
がよくなる。

適
期
刈
り

畜　　産

鳥おどし爆音機について
　早期水稲で使用中ですが、音量
や使用時間帯につい
てはご配慮をお願い
します。

平成３０年産米出荷、集荷への取り組みについて産米出荷、集荷への取り組みについて

○空胎防除　８月13日㈪予定（本渡・五和地区）
○五和地区子牛注射　８月中旬予定
○本渡地区子牛注射　８月27日㈪・28日㈫
○育成品評会　８月31日午前中予定

　家畜には生産のために最も適した環境温度域
（生産温度域）があり、乳牛は10～18℃、肉用
牛では13～25℃とされています。気温が26℃を
上回ると、呼吸数を増加させたり、発汗を活発に
して水分を蒸発させるなど、体温を一定に保つた
めに体内の熱の放散を活発に行います。気温が上
がると水の摂取量が多くなります。水の働きは、
暑さによって失われた水分を補給するだけでな
く、体内を冷やして体温を下げるといった効果も
あります。夏場は特に、牛が低温で新鮮な水をい
つでも飲めるようにしましょう。（換気扇の設置
も有効）

《夏季における飼養管理》

）
）

穂揃期

乳熟期

　ＪＡグループは集荷促進取り組み中です。農家の高齢化対策と
して運送業者による庭先集荷に取り組んでいきます。ライスセン
ターに集荷依頼の電話をいただいた際に、運送業者をご紹介いた
します。

本渡R.C. ☎２３－７２４５
五和R.C. ☎３２－１９２０

本渡ライスセンターで等級アップの
ために色彩選別機を設置しています。

　秋冬野菜面積推進取りまとめ中です。
　冬レタス、玉ねぎ、秋インゲン、春バレイシ
ョ、スナップエンドウ、水菜、タカナ、取りま
とめします。指導員とご相談の上、面積拡大を
図ってください。
・オクラ…出荷規格（９．５～１２㎝）を厳守してく

ださい。
　・病害虫防除（収穫前日まで）：
　　すす病…ダコニール1000　１，０００倍　前日５回
　　灰色カビ病・黒斑病
　　　　　…ロブラール水和剤　２，０００倍　前日３回
　　うどんこ病・黒斑病
　　　　　…トリフミン水和剤　５，０００倍　前日３回
　　カメムシ・アブラムシ
　　　　　…トレボン乳剤　１，０００倍　前日３回
　　オオタバコガ
　　　　　…アファーム乳剤　２，０００倍　前日２回
　　アブラムシ
　　　　　…ダントツ水溶剤　２，０００～4,000倍　前日３回
★オクラの管理
■ 追肥については、１週間～10日に１回Ｓ
646号（またはアサヒエース）を10ａ当たり

　 20㎏～40㎏（１～2袋）施用。
■ 灌水については、 1週間間隔で行ってくだ
さい。

・シシトウ
　・台風対策：圃場の周りに防風ネットを設置
し、排水溝を整備し、支柱や杭にしっかり
固定する。

　・病害虫防除（収穫前日まで）
　　斑点細菌病…Ｚボルドー５００倍
　　スリップス、オオタバコガ
　　　　　　　…コテツフロアブル２，０００倍
　　　　　　　　収穫前日２回
　　アブラムシ…アクタラ顆粒水溶３，０００倍
　　　　　　　　収穫前日３回
★シシトウの管理
■ 追肥については、１週間～10日に10ａ当た
りＳ646号を12㎏もしくはアサヒエース15
㎏を施用。
■ 灌水については、1週間～10日間隔で行っ
てください。

野　　菜

営農組織だより営農組織だより

　ＪＡ本渡五和営農組織連絡協議会は６月21
日（木）、本渡温泉センターにおいて会員と関係
者ら35人が参加され、通常総会を開催しまし
た。
　鬼塚猛清会長は「各営農組織において、規模
拡大を行うための農業機械の導入は経費も増大
し組織運営を圧迫します。協議会を通して農業
機械の導入と共有化の検討を進め、各営農組合
のより活発な運営を目指し地域農業の活性化に
繋げていきましょう」と挨拶。
　総会では平成30年度事業計画として、組織

JA本渡五和営農組織連絡協議会通常総会の開催JA本渡五和営農組織連絡協議会通常総会の開催
平成29年度平成29年度

リーダー、経営者の育成支援や地域営農組織の
生産性向上・コスト低減、情報交換による連携
強化などの７つの重点事項を掲げ取り組むこと
を決めました。また、今年４月に五和町手野地
区において発足した農事組合法人「芹生の郷て
の」の協議会加入についての議案も提出され、
厳正なる審議の結果、同協議会への加入が正式
に決まりました。
　このほか、平成29年度事業や役員承認（案）
などの５議案を承認可決しました。

鬼塚猛清会長

通常総会の様子

せり  ふ さと

営 農

情 報

営 農

情 報

営 農

情 報

平成30年７月 営農情報平成30年７月 営農情報 平成30年７月 営農情報平成30年７月 営農情報
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からのおしらせ金融からのおしらせ天草警察署

新規・定期預入期間 1年以上

店頭表示金利

上乗せ

店頭表示金利

その場で当たるスピードくじ

JA 本渡五和 限定

本渡温泉センター無料入浴券

JA 本渡五和

JA の商品等について詳しくは店頭またはホームページでご確認ください。

□本渡東支店 0969-22-3311　□本渡北支店 0969-22-4175
□本渡西支店 0969-22-3215　□五和西支店 0969-34-0101
□本渡南支店 0969-23-2233　□五和東支店 0969-32-0307

本渡五和

年

新規・定期預入期間 3年以上

年
上乗せ

　　　　日
頃の感謝を込めて

0.1
店頭表示金利

年 ％
上乗せ

お取引が初めての方でも

・組合員、組合員家族の方
・当 JAで年金お受け取りの方
・当 JAで給与お受け取りの方
　　　　　いずれか該当される方

積み荷にご注意ください!!積み荷にご注意ください!!
制限を超える荷物を積載する際は、制
限外積載許可申請が必要です。
　貨物等を積載して車両を運行する際に、積
載物の性質上、分割等ができないため積載物
の重量、大きさ、又は積載の方法が制限を超
える場合は、出発地を管轄する警察署に許可
を受けることができます。
→許可を受けずに制限を超えて貨物等を積載
し車両を運行した場合、道路交通法違反
となります。

制限外積載に該当する場合（許可申請
が必要となる場合）
三輪以上の自動車（側車付自動二輪車を含
む）が下記に該当する場合※1
（※1 ミニカー、大特、小特、自動二輪車、原付、リヤカー牽引
等は基準が異なる。）
①積載物の重量
　自動車検査証記載の最大積載量を超える

②積載物の大きさ
長さ　積載物の長さが車長の1.1倍を超える
車幅　積載物の幅が車幅を超える
高さ　貨物を積載した状態でその高さが　

3.8m※2を超える
（※2 軽四輪自動車、軽三輪自動車は、高さ2.5mを越える）
③積載の方法
・積載物を積載した状態で、車体からはみ
出る長さが車長の10分の1を超える場合
・積載物を積載した状態で、積載物が車体
（車幅）からはみ出る場合
・積載物を積載した状態で高さが3.8mを
超える場合

申請窓口・受付時間
　天草警察署　平日　8:30～17:15
問い合せ先
　天草警察署交通課　0969-24-0110

特に軽自動車（軽トラ）は、車長が短い
ため、長い積載物を搭載する際は、
制限外に該当する可能性があります。

特に軽自動車（軽トラ）は、車長が短い
ため、長い積載物を搭載する際は、
制限外に該当する可能性があります。

ミツバチに対する農薬危害防止についてミツバチに対する農薬危害防止について
　これから普通期水稲は出穂・開花期を迎え
ます。この時期の農薬散布にあたっては、ミ
ツバチに被害を与えないよう、事前に近くの
養蜂家と巣箱の位置や防除時期、場所などの
情報を交換しましょう。また散布した農薬が
ミツバチや巣箱にかからないよう、十分注意
しましょう。

【問い合わせ先】
熊本県農業技術課（096-333-2381）
畜産課　　　　　（096-333-2401）
または最寄りの各広域本部（地域振興局）
農業普及・振興課までおたずねください。

　平成30年６月23日及び６月27日に、本
店第３会議室において理事会が開催され、
次の議案が審議・承認されました。

（６月23日）
第１号議案　役員報酬について

（６月27日）
実 績 報 告　平成30年度5月末実績報告に

ついて
第１号議案　借入申込みについて
第２号議案　貸出条件変更申込みについて

第３号議案　平成29年度業務報告書につい
て

第４号議案　選択定年制の廃止及び就業規
則の改正について

第５号議案　夏期賞与の支給について

報告事項
１．平成29年度資産査定結果について
２．ＪＡ財務モニタリングについて
３．アンパンマン交通安全キャラバンにつ
いて

４．農機自動車大展示会開催について



水着の痕がついたり皮がめくれたり
学校の教室にならべます
酒などを量る四角い容器
ミノ、ハツ、センマイといえば
全生徒中の男子生徒の　　を計算で求
めた
お盆休みに帰る人もいます
プールで習うことの一つ
ビーチ　　を広げて日陰をつくった
一般的に縄より太め
バットを持って1人でもできる練習
釣りに使う透明な糸

１
２
３
４

５
７
９
11
12
13
15
16
17

夏らしい黄色い花
爪を削って整えるときに使います
アサガオやヘチマが伸ばす物
天気予報では雲のマークで表されるこ
とが多い天候
コンパスだときれいに描けます
サッカーの主審が吹きます
舌で感じます
ウミウシも実はこの仲間
プラスの反対
UAEとも呼ばれる　　首長国連邦
卵を英語で言うと
定期券を入れた　　ケース
あの2人はどうも　　が合わないよう
だなあ

１
３
６
７
８

10
14
16
18
19
20

サ ヤ イ ン ゲ ン
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１６ １９
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1５
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クイズに正解するとステキな商品が当たる！

●
こ
た
え

●
郵
便
番
号

●
住
所
（
必
ず
番
地
ま
で
記
入
）

●
氏
名
（
ふ
り
が
な
）

●
ご
意
見
・
ご
感
想

※

今
月
号
の
よ
か
っ
た
記
事
や

　

身
近
な
出
来
事
や
話
題
な
ど

熊
本
県
天
草
市
南
新
町
９―

22

8 6 3 0 0 3 1

Ｊ
Ａ
本
渡
五
和

　
　

総
務
部
総
務
課

62

　

官
製
ハ
ガ
キ
に
必
要
事
項
を
ご
記
入
の

上
、
左
記
の
要
領
で
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

応
募
締
切
：
平
成
30
年
８
月
６
日

（
当
日
消
印
有
効
）

発　
　

表
：
平
成
30
年
８
号
誌
上

※

お
寄
せ
い
た
だ
い
た
ご
意
見
や
ご
感

想
、
イ
ラ
ス
ト
な
ど
は
イ
ニ
シ
ャ
ル
で

ご
紹
介
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
あ
ら

か
じ
め
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

６月号当選者　志柿町　Ｎさん　宮地岳町　Ｎさん　亀場町　Ｓさん
    　　　　　　本渡町　Ｗさん　五和町　Ｓさん

Ｑ  二重マスの文字をＡ～Eの順に並べてできる言葉は何でしょうか？

●
天
草
育
ち
の
私
達
高
齢
者
に
は
、

お
米
が
何
か
ら
育
つ
か
、
今
の
子

ど
も
達
に
理
解
で
き
な
い
の
は
不

思
議
な
気
が
し
ま
す
。
小
学
生
の

田
植
え
は
良
い
体
験
学
習
で
嬉
し

く
思
い
ま
す
。（

志
柿
町
Ｎ
さ
ん
）

●
夏
野
菜
が
順
調
に
育
っ
て
く
れ
て

エ
ー
コ
ー
プ
の
ら
っ
き
ょ
う
酢
が

大
活
躍
で
す
。
色
々
な
野
菜
の
甘

酢
漬
け
や
、
佃
煮
に
は
５
倍
酢
使

用
で
料
理
の
レ
パ
ー
ト
リ
ー
が
広

が
り
ま
す
。
夏
バ
テ
し
な
い
よ
う

に
頑
張
っ
て
い
ま
す
。

　

（
下
浦
町
Ｏ
さ
ん
）

●
わ
が
家
の
畑
に
シ
シ
ト
ウ
と
ミ
ニ

ト
マ
ト
を
植
え
て
い
ま
す
。
今
、

花
が
咲
い
て
い
る
の
で
い
つ
実
が

な
る
の
か
と
っ
て
も
楽
し
み
で
す
。

初
め
て
植
え
た
の
で
、
虫
に
食
わ

れ
な
い
か
心
配
。
早
く
で
き
る
と

い
い
で
す
。

（
下
浦
町
Ｓ
さ
ん
）

●
菜
園
で
ひ
よ
こ
豆
を
作
っ
て
み
ま

し
た
が
、
で
き
る
か
ど
う
か
楽
し

み
で
す
。

（
本
渡
町
Ｗ
さ
ん
）

●
と
れ
た
て
市
場
に
行
く
の
が
大
好

き
で
、
遠
方
か
ら
天
草
へ
来
た
人

は
必
ず
案
内
し
て
い
ま
す
。
め
ず

ら
し
い
農
産
物
を
見
つ
け
る
の
が

楽
し
み
の
一
つ
で
す
。

（
亀
場
町
Ｔ
さ
ん
）

※

た
く
さ
ん
の
お
便
り
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。
一
部
を
ご
紹
介
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

D

A

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ
答え

エーコープ
くだものを漬けて飲みま酢 500ｍｌ
ソフト花削りパック  ２．０ｇ×10袋

抹茶きなこ  160g
を５名様にプレゼント！

エーコープ
くだものを漬けて飲みま酢 500ｍｌ
ソフト花削りパック  ２．０ｇ×10袋

抹茶きなこ  160g
を５名様にプレゼント！

今月のテーマ 「食中毒を防ごう」

エーコープマーク商品の紹介エーコープマーク商品の紹介

　

国
税
庁
で
は
、
今
年
も
高
校
生
の
皆
さ

ん
か
ら
税
に
関
す
る
作
文
を
募
集
し
ま
す
。

　

テ
ー
マ
は
、「
税
の
意
義
と
役
割
に
つ

い
て
考
え
た
こ
と
」
で
す
。

　

内
容
は
、
税
に
関
す
る
ニ
ュ
ー
ス
や
身

近
な
税
の
話
題
に
つ
い
て
考
え
た
こ
と
な

ど
、
自
ら
の
言
葉
で
表
現
し
て
い
る
も
の

で
あ
れ
ば
何
で
も
結
構
で
す
。

　

文
字
数
は
、
8
0
0
字
以
上
1
2
0
0

字
以
内
、
締
切
は
平
成
30
年
9
月
5
日

（
水
）必
着
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

詳
し
く
は
、
国
税
局
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（w
w
w
.nta.go.jp

ま
た
は 

国
税
局 　

 

検
索 

）を
ご
覧
い
た
だ
く
か
、最
寄
り
の

税
務
署
に
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

　

天
草
税
務
署
（
☎
22
―
2
5
1
0
）

　

※
自
動
音
声
案
内

国
税
だ
よ
り

高
校
生
の
税
の
作
文
募
集　就農して１年目

です。両親と兄の
４人家族で、私1
人で繁殖牝牛５頭、
子牛２頭を飼育しています。
　人生のご縁に感謝!!やっと立っ
たスタート地点。挑戦と失敗を繰
り返しながら、人も牛もストレス
の少ない環境づくりを目指します!!

本渡町本渡

前田　竜一さん（25歳）
まえ だ　　 りゅう いち

エーコープ
くだものを漬けて飲みま酢

４００円（税込）５００ｍｌ

くだものを漬けて飲みま酢で作る
ブルーベリーのサワードリンク

　
食
中
毒
と
は
、
食
品
に
起
因
す
る
下
痢
、
腹
痛
、
発
熱
、
嘔
吐
な
ど
の
症

状
の
総
称
で
す
。

　

気
温
や
湿
度
が
高
い
と
、
原
因
と
な
る
細
菌
の
繁
殖
が
活
発
に
な
る
た

め
、
梅
雨
か
ら
夏
に
か
け
て
食
中
毒
が
発
生
し
や
す
く
な
り
ま
す
。

○
保
存
方
法

・
冷
蔵
や
冷
凍
の
必
要
な
食
品
は
、
持
ち
帰
っ
た
ら
す
ぐ
に
冷
蔵
庫
や
冷

凍
庫
に
入
れ
る
。

・
肉
や
魚
な
ど
は
、
ビ
ニ
ー
ル
袋
や
容
器
に
入
れ
、
ほ
か
の
食
材
と
分
け

て
保
存
す
る
。

・
冷
蔵
庫
や
冷
凍
庫
に
詰
め
す
ぎ
な
い
。
冷
蔵
庫
を
過
信
せ
ず
、
早
め
に

食
べ
る
。

○
下
準
備
・
調
理

・
手
を
し
っ
か
り
洗
う
。

・
生
の
魚
や
肉
を
切
っ
た
後
の
ま
な
板
で
、
果
物
や
野
菜
な
ど
生
で
食
べ

る
食
品
や
調
理
済
み
の
食
品
を
切
ら
な
い
。

・
肉
、
魚
用
の
包
丁
、
ま
な
板
は
洗
剤
と
流
水
で
よ
く
洗
い
、
定
期
的
に

熱
湯
消
毒
を
す
る
。

・
使
用
後
の
ふ
き
ん
や
調
理
器
具
は
熱
湯
や
漂
白
剤
で
消
毒
後
、
し
っ
か

り
乾
燥
さ
せ
る
。

・
料
理
に
使
う
分
だ
け
解
凍
し
、
解
凍
が
終
わ
っ
た
ら
す
ぐ
調
理
す
る
。

・
一
度
解
凍
し
た
冷
凍
食
品
は
、
再
度
冷
凍
し
な
い
。

・
肉
や
魚
は
十
分
に
加
熱
す
る
。
中
心
部
を

　
75
℃
で
１
分
間
以
上
加
熱
が
目
安
。

○
残
っ
た
食
品

・
カ
レ
ー
や
味
噌
汁
な
ど
も
常
温
で
放
置
し
な
い
。

・
残
っ
た
食
品
を
温
め
直
す
時
も
十
分
に
加
熱
す
る
。
味
噌
汁
や
ス
ー
プ

な
ど
は
沸
騰
す
る
ま
で
加
熱
す
る
。

・
時
間
が
経
ち
過
ぎ
た
ら
、
思
い
切
っ
て
捨
て
る
。

・
自
分
で
勝
手
に
判
断
し
て
薬
を
飲
ん
だ
り
せ
ず
、

　
す
ぐ
に
医
療
機
関
を
受
診
す
る
。

・
他
者
へ
の
感
染
を
防
ぐ
た
め
に
、
便
や
嘔
吐
物

　
の
処
理
は
ゴ
ム
手
袋
を
使
用
す
る
。

食
中
毒

予
防
の
三
原
則

予
防
の
ポ
イ
ン
ト

食
中
毒
中
か
な
？
と
思
っ
た
ら･･･

食
中
毒
菌
を･･･  

付
け
な
い  

増
や
さ
な
い  

や
っ
つ
け
る

材　料
○ブルーベリー（またはお好みの果実）
　　　　　　　　……250g（量はお好みで）
作り方
①ブルーベリーはよく洗い、水気をきる。
②①のブルーベリーを容器に入れ、分量のくだものを漬けて飲
みま酢を注ぐ。

③一週間ほど漬け込み、ブルーベリーを取り出す。
④水、牛乳、炭酸水などで3～4倍に薄
めて、お好みの味になるように加減
してお飲みください。

※ブルーベリーと、くだものを漬けて
飲みま酢を一緒にミキサーにかける
と、果実も利用できます。

（色の劣化が早いので、保存には向き
ません。）

※ブルーベリーを取り出
した液は、薄めない状
態で冷蔵庫で保存し、
早めにお召し上がりく
ださい。
　また、製品（くだもの
を漬けて飲みま酢）も
開栓後は冷蔵庫で保存
してください。


